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第 1号議案　名誉会員の推薦

第 2号議案　令和 7年度決算報告（案）

　　並びに監査報告　
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　　委員、令和 9年度代議員及び予備

　　代議員選出について

選挙・投票終了

休憩
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1　高知県看護協会委員会報告
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6　令和 8年度日本看護協会通常総会報告
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8　令和 8年度収支予算

改選役員・推薦委員・代議員等当選者
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令和 9年度選挙管理委員任命

退任役員への謝辞

退任役員挨拶

新役員紹介

新役員代表挨拶

協会歌

閉　　会

令和 8 年度 公益社団法人高知県看護協会
通常総会プログラム

開催日時：令和 8 年 6 月13日 （土） 9：00～12：30

令和 8 年度 公益社団法人高知県看護協会
通常総会プログラム

開催日時：令和 8 年 6 月13日 （土） 9：00～12：30

令和 8 年度　公益社団法人高知県看護協会

通常総会のご案内とお知らせ通常総会のご案内とお知らせ通常総会のご案内とお知らせ
　令和 8年度　公益社団法人高知県看護協会通常総会を、下記プログラムのとおり開催いたします。
　公益社団法人としての事業報告や収支決算書などをご審議いただき、会員の皆様にご理解とご意見を
いただく重要な総会です。多くの正会員の皆様に、ご出席を賜りますようご案内申し上げます。
　なお、やむを得ず総会を欠席される方におかれましては、「委任状」の提出をお願いいたします。
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≪委任状の取り扱いについて≫
委任状は、通常総会におけるすべての議決権を委任するものになります。
総会を欠席される会員様は、委任状の代理人の欄に委任
される方の氏名をフルネームで正確にご記入ください。

　定款第19条では、「やむを得ない理由のため総会に出席できない正
会員は、他の正会員又は理事を代理人として表決を委任することが
できる。この場合において、表決を委任した者は出席したものとみ
なす。」となっております。
　このことを遵守し、適正な総会運営に努めます。

■送付時期：5 月中旬頃
委任状と共に通常総会議案をお送りいたしますので、審議

事項等にお目通しの上、委任状をご記入ください。

■提出期限： 6 /11（木）17：00
■提出方法：返信用封筒にて返送または直接持参

委任状
右記①～④をご確認の上、ご記入ください。

　社会のますますの多様化及び複雑化するニーズに対応するために看護職の役割の発揮が求められていま
す。令和 8 年 1 月23日（金）森下会長から健康政策部 中嶋部長、子ども・福祉政策部 西村部長を通じ、濵
田知事へ要望書を提出しました。県の取り組み強化や国への提言、また当協会への支援等について次のとお
り要望いたしました。

　本要望書に対し、令和 8 年 3 月31日付で高知県より各要望事項に対し、回答をいただきました。「趣旨・
重要性を認識し、実現に向けた努力・検討を行うと共に後押しや支援をしていく」との回答であり、私たち
の切実な声が届き、一歩前進した形です。今後も県行政にご協力いただき、看護職が力を発揮できる高知県
となるよう活動してまいります。

1 ． 質の高い看護の提供体制の構築支援 
⑴　専門性の高い看護師による地域での活動の推進 
⑵　特定行為研修の受講促進への支援強化 
⑶　医療介護等様々な分野で働く看護職の質向上対策の充実 

2 ． 働き方改革の推進 
⑴　看護業務へのノーリフティング、デジタル技術導入（看護DX）

の促進 
⑵　看護職の多様な働き方を可能とする体制づくりと活躍の拡大
⑶　県内の子育て支援の拡充に向けた祖父母世代への支援策の充実
⑷　看護功労者知事表彰制度の創設

3 ． 看護領域の開発・展開 
⑴　市町村保健師の確保支援の充実強化 
⑵　高知県奨学金制度の見直しによる安定的な助産師・看護師の確

保対策の推進 
⑶　周産期医療体制における助産師の安定的な配置と育成支援 
⑷　ケアの質向上を確保した産後ケア事業の推進 
⑸　災害時の専門職人材としての地域災害支援ナースの市町村等へ

の周知協力

高 知 県 知 事 へ 要 望 書 を 提 出 し ま し た高 知 県 知 事 へ 要 望 書 を 提 出 し ま し た

 
 

委 任 状 
令和 8 年度公益社団法人高知県看護協会 

通常総会（6 月 13 日開催）の議決権を、 

代理人  高知 協子 （会員又は理事）

に委任します。 
（代理人名が空欄の場合は、召集権者に委任します。） 

令和 8 年 ● 月 ● 日 

 

所属（施設名） 

 
 

県協会会員№ 
      

会員氏名   看護 花子       （自署） 

 

 

❶ ご自身の氏名であることを確認 看護 花子 様 

❷ ご自身の1票を委任する方の氏名を記入 

❸ 委任状の記載日を記入 

〇〇病院 

❹ ご自身の氏名を記入 
※押印不要 

０ ５ ４ ３ ２ １ 

054321 

委任状を受け取ったら… （記入例）
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「すべての人がその人らしく生きるために」　「すべての人がその人らしく生きるために」　

と　き：2026年2月21日(土)

ところ：高知県看護協会

口演発表（第 1 会場） 口演発表（第 2 会場） 示説発表

令和 7 年度高知県看護協会看護研究学会

研究学会委員会担当理事　竹内　若夏子　研究学会委員会担当理事　竹内　若夏子　

　令和7年度看護研究学会は、皆様のご協力のもと盛会となりましたこと、
研究学会委員一同より感謝申し上げます。
　特別講演には、第50回フローレンス・ナイチンゲール記章を受賞された
紙屋克子先生をお招きし、「看護の心、そして技術」と題しご講演いただき

ました。意識障害が遷延化する患者の身体機能・意識の回復に対し、生活支援と技術的介入の両面から
実践的なケアを築かれた紙屋先生からは、五感で患者の反応を捉え、そのサインを見逃さぬよう、すき
ま看護の時間を使い当たり前のこととして取り組んできたことのお話がありました。そして、ナイチン
ゲールの言葉を引用し、「看護者はよきサマリア人であらねばならぬ」と、看護師が患者に対する思い
やりを持つと同時に科学的な知識・技術を活かして行動すること、看護師が諦めなければ患者が本来持
つ力を引き出すことができること、看護師の自律・創造が社会貢献に繋がることの重要性等についてお
話しいただきました。「すべての人がその人らしく生きるために」には、看護職自身のウェルビーイン
グを当然包含するものですが、患者がその人らしく生きるために、より質の高い看護を提供することが
大切であると考えさせられました。
　また、今年度は人材育成や連携・協働、看護実践等に、研究報告11題、実践報告15題の発表があ
り、当日は91名のご参加をいただきました。演題発表では、どの領域も患者・家族へのケアに繋がり
看護の質向上に寄与する内容であり、明日への実践に繋がっていくこと
と思います。
　当学会の役割として、発表の場を提供し、看護職の研究活動を推進す
るとともに、高知県の看護の質向上に寄与していくことが求められてお
ります。次年度は、さらに多くの方々にご参加いただけるよう検討を進
めて参ります。
　研究学会開催にあたり、多大なご協力を頂いた発表者・参加者の皆様
に心より感謝申し上げます。

特別講演　紙屋 克子先生

紙屋克子先生と森下安子会長
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　昨年 6月からスタートした「第 2回専任教員養成講習会」が、令和 8年 2月 20日の閉講式をもって全課
程を修了しました。受講生は日々の業務と並行しながら、教育理論や演習、実習など多岐にわたるカリキュ
ラムに熱心に取り組んできました。
　閉講式では、高知県健康政策部　医療政策課　高橋宏和課長より受講生一人ひとりに修了証書が授与され
ました。
　修了した 6名の受講生が、それぞれの臨床及び教育現場で新たな一歩を踏み出すことを期待し、心より応
援しています。

令和7年度高知県専任教員養成講習会　閉講式

2026年度　「看護の日・看護週間」事業

5 月17日（日）時間：12：00～15：00
場所：高知県看護協会会館
対象：高知県内の高校生
・看護先輩に聞いてみよう
・看護の体験にチャレンジ
　してみよう
・進学相談してみよう

看護の魅力発信！
こうち看護フェア
看護の魅力発信！
こうち看護フェア
看護の魅力発信！
こうち看護フェア

「見つめる、その先のわたしへ」

一歩踏み出せば、未来は動く。
看護を目指すあなたの可能性を、
広げる、高める。

高知県かんごちゃん

高知県ナースセンターは看護職の無料職
業紹介所です。
人材探し・お仕事探しを応援します！

離職した、就業しなくなった場合、すぐ
に就職しない場合は、届け出登録をお忘
れなく！　努力義務です！

ナースセンターからの
お知らせ

ナースセンターからの
お知らせ

おめでとう

ございました
おめでとう

ございました

日本看護協会　メインコピー＆ボディーコピー



地域包括ケア推進委員会　委員長　山本　詩帆

　多くの医療処置を必要とし、退院困難と思われた短腸症候群患者さんの「家に帰りたい」という思いを実
現するために、多職種で取り組んだ事例を通じたシンポジウムを令和 8年 1月31日（土）に開催しました。
　病院の病棟看護師・管理栄養士・理学療法士・皮膚排泄ケア認定看護師・ソーシャルワーカー・退院調整
看護師が報告を、更に地域の訪問診療医・訪問看護ステーション看護師・訪問薬剤師より報告を行い、その
後ディスカッションを行ないました。
　オンラインを含め90名の参加があり、看護職以外
の福祉・介護職の方にも参加していただくことがで
きました。参加者からは、「在宅生活は難しいかもと
思っても、関係者が一丸となって取り組むことで道
が開ける、諦めずに頑張りたい」「多職種がブレずに
一致団結して支援したことで患者さんの思いが実現
できた、明日からまた頑張ろうという気持ちが高
まった」等、嬉しい意見をいただきました。
　これからも、病院と地域のスタッフが同じ目標を
持ち、その人らしい生活の実現に向かって協働する
輪が広がってほしいと思っています。
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―多職種との連携による地域包括ケアの推進に係る取組み―
『多職種連携を基盤とする退院支援シンポジウム』を開催しました
―多職種との連携による地域包括ケアの推進に係る取組み―
『多職種連携を基盤とする退院支援シンポジウム』を開催しました

高知県看護協会　久保　美樹

　高知県の出生数は全国的に見ても低迷を極める中、持続可能な周産期医療体制の構築は喫緊の課題です。
本会では今年度、県からの委託を受け「アドバンス助産師育成研修」を開催しました。
　少子高齢化が加速し、分娩施設が 9施設となった本県において、地域と医療機関が連携した周産期ケアの
充実は、いのちを守る要です。本研修も、助産師の役割拡大と院内助産・助産師外来の推進を目的とし3日
間開催し、産科医師や大学教授、遠方の諏訪中央病院か
ら講師を招聘しました。
　「タスク・シフト／シェア」や「継続的な助産ケア」を
テーマとした講義には、助産師のみならず医師や看護管
理者、学生など計119名が参加。職種の垣根を越え、地域
で妊産婦を支える仕組みづくりを共に考える一日となり
ました。令和 8 年度もスキルアップを目的に 4 日間開催
予定です。
　今後も、県内の助産実践能力の更なる向上と、安全・
安心な出産環境の整備を推進してまいります。

高知県の周産期医療を守る──アドバンス助産師育成研修を開催高知県の周産期医療を守る──アドバンス助産師育成研修を開催

研修
報告

「妊娠中からの継続的なケア」研修

座長 高知県看護協会 会長 森下 安子

1 部：入院から退院までの病院スタッフの関わりと訪問看護の導入
【シンポジスト】 ・病棟看護師の立場で 中山 和代　氏（近森病院）

・管理栄養士の立場で 田部 大樹　氏（近森病院）
・理学療法士の立場で 上田 優輝　氏（近森病院）
・皮膚・排泄ケア認定看護師の立場で 安松 和美　氏（近森病院）
・ソーシャルワーカーの立場で 田村 歌穂　氏（近森病院）
・退院調整看護師の立場で 　森澤 恵　氏（近森病院）
・訪問看護師の立場で 戸梶 隆司　氏（高知中央訪問看護ステーション）

2 部：外来での病院スタッフの関わりと訪問診療、訪問看護師、訪問薬剤師の関わり
【シンポジスト】 ・管理栄養士の立場で 田部 大樹　氏（近森病院）

・皮膚・排泄ケア認定看護師の立場で 安松 和美　氏（近森病院）
・退院調整看護師の立場で 　森澤 恵　氏（近森病院）
・訪問看護師の立場で 小松 美乃　氏（高知中央訪問看護ステーション）
・訪問薬剤師の立場で 伊藤 悠人　氏（くろしお薬局）
・在宅医の立場で 市川 英明　氏（かもだの診療所）
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近森病院　土居　紀美
　2022年度に看護師特定行為研修「集中治療領域パッケージ」を修了しました。私は
看護師として経験を重ね、指導的な立場を担うようになる中で、自身の知識や判断力の
不足を感じる場面がありました。そこで“今の自分に何ができるのか”を改めて見つめ
直し、より専門的な知識と実践力を身につける必要があると考え受講を決意しました。
　現在は主に集中治療領域において橈骨動脈ラインの確保、中心静脈カテーテルの抜
去、侵襲的陽圧換気の設定変更、経口気管チューブの位置調整、人工呼吸器からの離脱
支援などの特定行為を実践しています。患者さんの状態変化に応じて適切なタイミング
で介入できるよう努めるとともに、医師のタスクシフトを支える役割の一旦を担い、
チーム医療の円滑な推進につながる実践を心がけています。

　また、RRT（Rapid Response Team）活動にも携わり、急変の兆候を早期に察知し、全身状態のアセ
スメントを行いながら初期対応にあたっています。必要時には特定行為を活用し、重症化の予防と安全な医
療提供に努めています。
　私が大切にしているのは『今の自分に何ができるのか』を常に問い続ける姿勢です。患者さんのそばで最
も長い時間を共にする看護師だからこそ、わずかな変化にも気づき、タイムリーに実践へとつなげることが
できると考えています。今後も専門性を高めながら、チーム医療に貢献できる看護師を目指していきたいと
考えています。

くぼかわ病院　横畠　絵理
　2020年度に看護師特定行為研修（以下、研修）「栄養及び水分管理に係る薬剤投与関連」「血糖コント
ロールに係る薬剤投与関連」を修了しました。
　資格取得後、生まれ育った四万十町にUターンし、くぼかわ病院に就職しました。当初、病棟配属で糖尿
病患者が入院した際、研修で学んだ問診、身体診察、フィジカルアセスメント、臨床推論、薬剤などの知識
を活かし、合併症特有の症状を医師と情報共有する事で、検査や処方等の治療に繋がったケースがありまし
た。専門医からの信頼を得られ、就職半年も経たず、糖尿病患者に対する糖尿病療養指導を依頼されまし
た。面談では、患者の“今”に沿った声掛けを心掛け、院内糖尿病支援チームで連携して糖尿病透析予防管
理料算定も開始しました。現在は外来へ異動し、救急対応を含めた外来業務と面談を並行して活動していま
す。
　高知県の血管病調整看護師としての活動、糖尿病療養指導士の資格修得、高知県糖
尿病看護土佐の会への入会、高知県や須崎福祉保健所、四万十町の健康づくりや糖尿
病関連の会議委員を務め、四万十町保健師とケース会の開催等もおこなっています。
　『住み慣れた地域で元気に過ごしてほしい』という、くぼかわ病院の基本理念を実
現できる様に、医師に近い視点を持ち、タイムリーな対応を心掛け、看護師として
患者の人生に寄り添うことで、地域の方々が健康で寿命を全うできる様な支援を継
続していきたいと考えています。

特 定 行 為 看 護 師 の 活 動 紹 介特 定 行 為 看 護 師 の 活 動 紹 介特 定 行 為 看 護 師 の 活 動 紹 介

JA高知病院　福原　圭奈子
　2017年度に看護師特定行為研修「栄養及び水分管理に係る薬剤投与関連」
「血糖コントロールに係る薬剤投与関連」を修了、2021年度に「救急パッケー
ジ」を追加取得し、現在は地域包括ケア病棟で主任として勤務しています。
　当院の主な活動である動脈血液ガス採血は、医師からタスクシフトすること
によって外来患者の待ち時間減少や、入院患者の治療遅延を回避することに役

立っていると感じています。主任としてリーダー業務をしている傍ら、横断的に内科外来や急性期病棟、救
急外来などでも活動していますが、部署の仲間の理解で円滑に実施できていることに、日々感謝していま
す。今後の活動については、入院患者の近年高齢化が進む現状として、最期は何もせず苦しまずに看取りた
いという家族が多い中、せめて末梢からの点滴だけはと考えます。しかし徐々に末梢血管も確保が困難とな
るため、“患者の安楽”“業務量軽減”“コスト削減”を目的として、エコー下穿刺やミッドラインの手技獲
得、また体液量評価のためにうっ血か、脱水かを判断できる心エコーを活用できるようになることを目標に
考えています。特定行為の区分は多くありますが、地域医療を担う２次救急病院として必要かつ、貢献でき
る分野を選択し、進化させていかなければならないと感じています。

左側：福原さん



8 Kochi Nursing Association Official Newspaper

事務局だより

後 記編 集

《第 6回理事会》令和 8年 1月10日（土）
主な内容
Ⅰ　審議事項

1 ．令和 8 年度重点事業（案） 承認
2 ．寄付金規程の制定（案） 承認
3 ．令和 8 年度高知県看護協会会長表彰候補者の推

薦依頼（案） 承認
4 ．令和 8 年度高知県看護協会行事日程（案） 承認
5 ．高知県知事への要望書（案） 承認
6 ．令和 7 年度第 3 回地区支部長会長会議題（案） 承認

Ⅱ　報告事項
1 ．業務執行理事の職務報告（定款第26条第 4 項）
2 ．後援依頼
3 ．委嘱を受けている諸会議

《第 7回理事会》令和 8年 3月14日（土）
主な内容
Ⅰ　審議事項

1 ．令和 8 年度重点事業及び事業計画（案） 承認
2 ．令和 8 年度収支予算書（案） 承認
3 ．規程の改正（案）【職員等給与規程、旅費規程、

育児・介護休業規程】 承認
4 ．令和 8 年度高知県看護協会会長表彰候補者（案）
 承認

5 ．令和 8 年度高知県看護協会名誉会員の推薦（案）
 承認
6 ．令和 8 年度高知県看護協会通常総会（案） 承認

Ⅱ　報告事項
1 ．令和 8 年度日本看護協会会議等日程表
2 ．令和 8 年度日本看護協会会長表彰受賞者
3 ．広報誌「看護こうち」への掲載広告の募集
4 ．奨学金応募状況
5 ．業務執行理事の職務報告（定款第26条第 4 項）
6 ．後援依頼
7 ．委嘱を受けている諸会議

《第 4回常任理事会》令和 8年 2月14日（土）
主な内容
Ⅰ　協議事項

1 ．令和 8 年度事業計画（案） 承認
2 ．令和 8 年度高知県看護協会通常総会プログラム

（案） 承認
3 ．常任委員会の編成（案） 承認

Ⅱ　報告事項
1 ．災害支援ナースの派遣調整業務の受託
2 ．ナースセンター・ハローワーク連携事業の強化
3 ．入会促進に向けた取り組み状況

理事会報告

●印刷：西富謄写堂●令和 7年度広報出版委員会：福留　裕美（JA高知病院）、深木　智与（国立病院機構高知病院）、山脇　寛子（近森病院）、
　　　　　　　　　　　　　　西森　明日香（細木病院）、川島　加奈（高北国民健康保険病院）、森山　万智（事務局）

　桜の便りとともに、新しい一年がスタートしました。新入職員を迎え、初々しい挨拶の声に軽やかな空気
を感じている方も多いのではないでしょうか。今年度は診療報酬改定もあり、少しずつ新しい取り組みが始
まります。よく働く、よく遊ぶ、よく休む。この 3 つが揃うと、年度初めの慌ただしさの中でも、今年も大
丈夫と思える安心感が生まれるそうです。心身を整えて、心に余白を持ちながら患者さんにも仲間にも、あ
たたかさが自然と伝わる一年にできればと思います。 （広報出版委員会委員長　山脇　寛子）

見てね
！

「医療」と「生活の質」をみる双方の視点を
持つ看護職。
すべての人々がその人らしく生涯を過ごすこ
とのできる社会の実現に向け、新たな時代に
挑戦します。

看護の
将来ビジョン（日本看護協会 策定）


